



























































































































































































































































































いのと，青いのと，黄色の三種類のビー ズ玉がある。黄色いレー スに黄色のビー ズを，と
いったぐあいに玉を通すことを教えられたらよい。
マッチ箱の上に色が塗られるか,あるいは,色紙が張られる｡それから，それに相応ず
る色のついた玩具の自動車が，ギャレッジの中に入る自動車のように，それぞれのカバー
の中にひき込まれる。あるいは，玩具の自動車や，玩具の飛行機が，床の上の色の付いた
ボール紙の上にひきこまれたらよい。
大人は，大きな1枚のボー ル紙の上に「レー ル」網の輪廓を付けるか，色分けをする｡
そうして“子どもは，電車と相応じて色の付けられている鉄道の上を，「電車をドライブ
させる」遊びをすることができる。
買ってもよし，作ってもよしのパズルに備えた色の付いたボー ル紙があるo簡単な形の
ボー ル紙が，青で線の引かれた一つのセクションを区切る。そうして，その中に，青いの
がはめ込まれる。赤で線の引かれたセクションは，パズルの赤いのてはめられたらよろし
い。
ある簡単な一つの物を，それぞれの地穴にさし込んだ型紙が，色をマッチさせる練習に
用いられる。例えば，青いボー ルの切り抜きは，青い地穴と丸い切りとられたボー ル紙に
合わせられたらよい。このとき，子どもは，色のみならず，また形もマ･ツチさせることに
なる。‘
幸に,，このような小さな型紙は，容易に作られる。というわけは，両親や教師は，平
素》聾児に必要な反覆を与えるために，市販の簡単な物だけでは充分でないことを知るの
で，その物は，約4インチ角ぐらいの，1枚のベニヤ板の上に描かれたらよい。そうし
て，鋸で切りとられる。それから，1枚の硬いボー ル紙か，ベニヤ板の四角の元板にしっ
かりと膠でで著けられる。四角も，切り抜かれたものも，ともに必要な色で塗られる。で
き上ると，その切り抜きは,オリジナリー に切られた元板の中に容易にはめ込まれる。
色を一致させることを通して，大人は，子どもに，その手を用うる機会や，学んだり，
動作を一点に集中したりする機会を与える。大人は，できるだけ充分に子どもに話しかけ’
てやる。そうして，それぞれの色について話しているとき，大人に注目することをすすめ
る。触覚や聴覚を利用して行なう訓練方法は，絵や物を一致させていると同時に，読唇と
結ばれる。
C・形
ちょうど「色」のところで述べたと同じ型紙が，色々 の形についても，練習したり経験
したりするのに用いられるといい。ボー ル紙によって簡単な物や形が組み立てられている
型紙やパズルがまずはじめに来る。だんだん，むずかしい込み入った物が徐々 にとり上げ
られる。この仕事を試みたある親が，自分達のそれぞれの子ども達の理解力，順応，注意
力を遥かに越えるパズルを与えて失敗した。
‘子ども達の活動や童謡描いた,簡単な'ものから複雑なものに及んで分類された,多くの
色の付いたパズルが市販されている。大人は，いつも，市販の物だけでは不充分なので，
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それを補充する必要を感ずる。パズルや型紙をうまくつかうと，感覚訓練，読唇，また言
語の他の点に関して早い喜ぶべき糸口がつかめる。
色紙から屠って，カードの上に貼られた「幾何図形」はたいていの子どもの目をひき，
形とマッチさせる材料として役に立つものである。1枚の赤い色紙から，大人はj二つの
四角，二つの円，二つのダイヤ型，二つの矩形，二つの三角形，二つの多角形などを切っ
たらよい。それぞれの型が一つ一つのカードの上に載せられる。変化を与えるために，一
組の型がｶｰ ドの上に,もう一組が大きな図表の上に載せられたらよい｡
これらの型で充分に練習を積み，興味を持ち続けている子どもは，色が何であるにせ
よ，また，それｶﾐ大きかろうが小さかろうが,いずれにせよ,円がお互いにマッチするこ
とや三角形が一緒になることを学ぶ。
はじめ，二つの円が色も大きさも同一であり，三角形も同様な点で同一であり，また，
同様に他の形も同じように用いられる｡.だんだん色が変えられると，子どもは青い三角形
を紫の三角形に合わすようになってくる｡ある場驫こは,場に関して矛盾したあを様相が
あってもよい。子どもは色を一致させるか，形を一致させるかどちらかの点で抵抗を起す
かも知れない。教師や親の側の忍耐と絶えまない指導と，特有な場における色よりもむし
ろ形をマッチさせることを子どもに学ばすように結果づけるものでる。
子どもが形を一致させることに慣れてくると，仕分けられた色や形がとり上げられるよ
うになり，子どもは，すべての三角形を大きさや色におかまいなしに，一系列を置くよう
になる｡.一方，すぺての四角を他の系列に置くようになる。
色の付いていない，自然の材木で作られた幾何図形が，形を一致させることを習うのに
役に立つ。親や教師は皆，子どものために，こういらセツトを備えてやるとよい。大人
は，それをマッチングに用いられた同一物として用いたらよい。大人はその若干の物を箱
に入れて子どもに与えたらよい。一方，マッチングするものを自分の膝の上に置く。その
一つをとり上げ，子どもはそれに応ずる物を箱の中からさがし出す。箱の中から子どもが
選ばなければならない沢山の異った形が，子どもの場についての理解や彼の注意力が許す
につれて増進させるぺきである。
D.記億
幼稚園の折板で作られたstickdesingsは，念憶を増進する方法として最適である。子
どもは教師や親が2，38，本の細い棒で非常に簡単なデザインを作るのを注意して見る。教
師や親は,そのそうさを二,三べん繰り返す｡それから,教師の作ったデザｲﾝ毒見せる？
ために，子どものテーブルの上に置かれる。子どもは，そのデザインを真似て作るに必要
な数本の細い棒をもらう。
もし子どもがむずかしがるなら，大人は，1本の細棒をテーブルの上に置いて，子ども‐
にも同じことをさせる。そうして，他の細棒をはじめの細棒の側に置いて，子どもに真似
させる。そういうふうにして，そのデザインを完成させる。
非常に幼い子どもは，大人が作る例を真似たがらないことがある。そういう子どもは，
その細棒をテー ブルの上に積んだり並べたりしたがるものである。こういうときには,大
人は逆に子どもがした真似をして，模倣観念をうつしてやるように助けなければならな
い。
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もしも子どもが，その細棒を1列に並べて置くことを好むようなら，大人は多数の赤い
細棒を1列に，青い細棒を他の列に並べてやる。そうして，子どもが色の順を記憶するま・
で続ける。大人が細棒を扱う子どもの仕方を真似て受け続けるとき，子どもはだんだん遣
りとりをうまくするようになり，ついに，細棒を用いる大人の仕方を真似てやることがで
きるようになるであろう。
一度，子どもがある簡単なデザイン，即ち，四角，三角・ダイヤモンド型・家型・テー
ブル型っ椅子型その他の型を真似るように学ぶと，子どもは，記憶してそのデザインを組
み立てるようになる。大人は，子どもが見ているときにデザインを作る。それからデザイ
ンを変える。その結果，子どもは，どんなふうにそれが作られ，また再成されていたかを
記憶するようになるであろう。時が経つと，子どもは真似から「記憶に」に移る。
いろいろの物が記憶訓練に用いられる。2，3の物はテー ブルの上に特別の場所に置か
れたらよい。一多分それぞれの隅に。－大人はそれらを動かし，子どもが見ていると
ころで，もともとの場所にそれぞれ返しておく。それから物はテー ブルから移される。そ
れぞれの物は，それを適当な隅に置いた子どもに手渡されたらよい。比較的多くの練習
が，子どもがこの練習を身につける前に要求される。練習に使用される多数の物とそれに
対応する場所とが,記憶発達のために,子どもの才能に応じて増される。
物は子どもが注目するにつれて,部屋の中のいろんな場所に置かれたらよい。それか
ら，それは他の場所に移され，そうして，子どもはそれぞれを本来の場所に返しておく。
この記憶の訓練は，読唇や発語の準備と結ばれればよい。
物は子どもが注目するにつれて，部屋の方々 に置かれたらよい｡大人は対応する物をと
り上げて，子どもに他のポー ルや飛行機などを探すように命ずるoこの際，子どもの記憶
は，返答の速さと正確さとから量られる。ずっと後では，子どもが若干読唇ができるよう
になったとき，対応する物の助けなしに，かくされた物を見つけ出すように返答するよう
になる。
触 覚
「形｣のところで述べた幾何が図形少触覚の発達をはかるのに便利である。大人は，子
どもが注目しているときに，2，3の起ういった固体が紙袋の中に入れる｡大人は，テー
ブルからこれと相似た形の物をとり上げて，それに触れ，それから袋の中を見ないで袋の
中に手をつっ込んで，かき廻し，テー ブルからとった物とマッチする固体をとり出す。
子どもは，触れれるために一つの固体を与えられる。それから手を袋の中に入れさせら
れる。そうして袋の中の物がテー ブルの上にある物と同じ物どと感ずる物に触れるまで袋
の中の固体に触れる。そしてそれを引っぱり出す。
こういう方法に用いられるはじめの形は，ただ触れることを通してマッチさせる子ども
の仕事を運びよくするために，形がまったく違っている方がよいようだ｡袋の中にある固
体の数は，子どもの技がうまくなるにつれて，だんだん増されるとよい。
いろいろの玩具が，。｢掴み袋」の中に入れられ，上に述べたような方法が用いられたら
よい。
触覚を発達させるためには，円筒状の板がひろく使用される。子どもが,円筒状板の対
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応する穴に釘をマッチさせることを習った後，子ども･は目隠しをされて,,触れてこれをす
ることを期待される。時として，大人にとって，子どもが何が期待されているかを示すた
めにこの反覆を行なうことが必然である。ある子ども達は目隠しされることに異議を唱え
るが,しかし，大人がその手を子どもの目の上に置くことは許すであろう。自分の目が蔽
われることを強度に嫌がる子どもの場合には，こどもがそれを許す用意ができるまで，そ
の訓練をしないようにすべきであろう。
子ども達は材料に触れ，それをマッチさせることを喜ぶものである。2枚の嬬子，2枚
の羊毛布，2枚の木綿の更紗，その他いろいろの材料が用意されるとよい。ひとそろいの
希が興味をそそるために,､一つの輪かあるいは短い細棒に縫いつけられる。ある子ども達
は,洗濯ばさみで乾し網にピンでとめられた材料を持って喜ぶ｡子どもは,鯉血な虹'星
空.里して材料をマッチさせる機会を与えられる。子どもが，その材料を容易にこういった
やり方でマヅチさせるとき，練習はもづと厳密にされて，同じ材料にもうと色をつけたり
デザインをして行なわれる。子どもが触れたり見たりしで材料をマッチさせる能力を示し
はじめたとき，若干の見本が袋の中に入れられ,大人が示した特別の材料をマッチさせる
のに,ただ触れるだけで選ぶ。
子ども達はいつも,かたい物をかたい物に,軟い物を軟い物にﾏﾂ､チさせることを学習
ずることを喜ぶ。多くの物や材料に触れて,子どもは,.ある物は触れてかたく，あの物は
軟いととを学習し，かたい物はかたい物同志，軟い物は軟物同志ガグループにすることを
学ぶ｡軟い物やかたい物で練習することば，触れて同一物認定をすることを学患と同時に
形容詞の読唇に役立つ。
聾児の初期の訓練の際の感覚訓練の重要性Iとついてば，すでに強調した。読唇言語理解
と聴能訓練とを感覚訓練活動に結びつけるように告げたが,親と教師とは,感覚訓練活動
の価値は，「不適当な」（下手な）手でやると寄易に無価値に通るおそれがあるというこ
とをいつも念頭に置かれならない。
子どもの努力と喜びの活動は，読唇や発語に感応する大人の要求よりももっと重要であ
る｡感覚訓練活動を行なうことを通して,,幼聾児は感覚訓練がはじめられたあと数週間に
して，読唇をはじめたり，発語模倣さえはじめるかも知れない。あるいは，ある子ども
は，感覚訓練活動蹄はじめて数カ月経っても,読唇のけはいを示さないかもしれ憩いし,
あるいはまた，発語を真似ることにもなんら興味を示さないかもしれない。
もしも，子どもがそうしようと用意する前に読唇を強いてやろうとする方策がとられる
ならば，読唇とそれの必要さのために組み合わされる活動とをはねのけるのみならず，感
覚訓練活動それ自体をも受け入れないであろう。読唇や発語はさておき，これらの活動は
それ自体甚だ重要であり，これらの技の発達のために親や教師によって心配され過ぎて，
感覚技巧の発達の点で子どもを遅滞させる。そうしてそれは，順に聾児が必要とする他の
技の発達をも遅らせる。
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